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文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究
「
我
が
国
の
科
学
技
術
黎
明
期
資

料
の
体
系
化
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
江
戸
時
代

～
明
治
時
代
初
期
の
医
薬
品
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
回

は
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
蔵
「
浅
田
宗
伯
の
往
診
用
薬
箱
」

に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

浅
田
宗
伯
（
一
八
一
五
～
九
四
）
は
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
活

躍
し
た
漢
方
の
大
家
で
あ
り
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
幕
府

の
御
目
見
得
医
師
と
な
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
法
眼

の
位
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
が
西
洋
医
学
を
採
用

し
て
漢
方
を
軽
視
し
た
折
に
は
、
漢
方
存
続
運
動
を
展
開
し
た
。

現
在
も
「
浅
田
流
漢
方
」
と
い
う
名
が
残
る
ほ
ど
に
、
彼
の
治
療

法
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
「
古
方
を
主
に
し
、
後
世

方
を
運
用
す
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
折
衷
派
に
属
し
、

T局

l／

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
蔵
「
浅
田
宗
伯

の
薬
箱
」
に
つ
い
て

中
村
輝
子
・
遠
藤
次
郎

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
ミ
ヒ
ェ
ル

ま
た
、
日
本
で
発
達
し
た
処
方
（
本
朝
経
験
方
）
も
広
く
採
用
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
が
往
診
用
薬
箱
の
薬
物

に
、
ど
の
程
度
、
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
注
目
し
た
。

こ
の
往
診
用
薬
箱
は
、
箱
の
外
面
に
彩
色
の
金
唐
皮
が
張
ら

れ
、
横
三
一
セ
ン
チ
、
奥
行
き
一
八
セ
ン
チ
、
高
さ
二
九
セ
ン

チ
。
最
上
段
は
上
蓋
を
被
せ
る
形
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
四
段

は
抜
き
通
し
の
引
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
各
段
に
は
赤
褐
色

～
淡
褐
色
の
厚
手
の
和
紙
の
袋
に
製
剤
や
生
薬
を
詰
め
た
も
の
が

並
び
、
そ
の
薬
袋
に
は
墨
で
一
字
薬
名
あ
る
い
は
製
剤
の
略
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。

薬
箱
の
最
上
段
の
箱
に
は
三
九
の
薬
袋
が
収
め
ら
れ
、
そ
の
う

ち
一
四
袋
は
丸
剤
、
八
袋
は
散
剤
、
一
七
袋
は
生
薬
で
あ
っ
た
。

丸
剤
に
つ
い
て
は
、
薬
袋
の
表
書
き
か
ら
、
全
て
の
処
方
名
を
推

定
で
き
た
が
、
そ
の
内
、
一
三
種
類
の
丸
剤
が
浅
田
宗
伯
「
勿
誤

薬
室
方
函
」
に
収
載
さ
れ
た
処
方
で
あ
っ
た
。
散
剤
に
つ
い
て

も
、
処
方
名
を
推
定
で
き
た
五
種
類
の
処
方
は
、
皆
、
同
書
に
収

載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
処
方
の
出
典
を
た
ど
れ
ば
、
そ
の
半

数
近
く
は
既
に
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
に
由
来
し
、
和
田
東

郭
、
吉
益
東
洞
、
山
脇
道
朔
、
中
西
深
斎
、
吉
益
南
涯
、
華
岡
青
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洲
、
家
方
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
丸
剤
の
処
方
に
は
大
黄
、
硝

石
、
石
膏
な
ど
の
使
用
が
目
立
ち
、
下
剤
、
利
水
剤
を
用
い
て
、

慢
性
的
な
毒
や
脚
気
水
腫
・
脚
気
衝
心
な
ど
に
対
応
し
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
た
。
こ
の
段
の
一
七
種
類
の
生
薬
の
う
ち
、
同
定
で

き
た
一
五
種
類
の
生
薬
で
は
、
「
傷
寒
論
』
あ
る
い
は
『
金
置
要

略
」
（
以
下
、
『
傷
寒
・
金
直
」
）
に
見
ら
れ
る
も
の
は
僅
か
に
五
種

類
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
外
の
生
薬
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。

最
上
段
の
箱
を
外
し
た
下
の
空
間
に
は
、
調
剤
に
使
う
薬
匙
や

文
鎮
な
ど
と
と
も
に
、
白
い
薬
袋
に
玲
羊
角
が
収
め
ら
れ
て
い

た
。

以
上
の
部
分
に
続
く
、
四
段
の
引
き
出
し
に
は
、
製
剤
で
は
な

く
、
生
薬
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
引
き
出
し
の
最
上
段
な
ら
び
に

二
段
目
に
は
三
九
の
薬
袋
（
薬
袋
の
大
き
さ
は
、
二
三
×
五
○
×
二

一
ミ
リ
）
三
段
目
に
は
二
六
袋
（
薬
袋
の
大
き
さ
は
二
三
×
七
五
×

二
七
ミ
リ
）
、
四
段
目
に
は
二
四
袋
（
薬
袋
の
大
き
さ
は
二
四
×
七

五
×
五
○
ミ
リ
）
が
並
ん
で
い
た
。
大
半
の
も
の
に
生
薬
が
残
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
生
薬
の
外
形
と
薬
袋
に
記
さ
れ

た
一
宇
薬
名
か
ら
、
そ
の
生
薬
を
同
定
し
た
。
な
お
、
生
薬
が
残

っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
字
薬
名
か
ら
、
そ
の
生

薬
名
を
推
定
し
た
。

最
上
段
の
引
き
出
し
の
も
の
で
、
生
薬
を
同
定
あ
る
い
は
推
定

で
き
た
も
の
三
七
種
類
、
二
段
目
で
は
二
八
種
類
、
三
段
目
で
は

二
三
種
類
、
四
段
目
で
は
二
四
種
類
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

「
傷
寒
・
金
置
』
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
最
上
段
で
は
一
九
種
類

（
五
一
％
）
、
二
段
目
で
は
九
種
類
（
三
二
％
）
、
三
段
目
で
は
一
五

種
類
（
六
五
％
）
、
四
段
目
で
は
二
四
種
類
（
一
○
○
％
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
下
段
は
古
方
派
に
基
づ
く
生
薬
、
上
段

の
も
の
は
後
世
派
に
基
づ
く
生
薬
、
と
い
う
よ
う
な
形
に
、
あ
る

程
度
、
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
四
段
目
は
、
薬
袋

が
大
き
く
、
携
帯
す
る
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
使
う
生

薬
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
引
き
出
し
式
の
薬
箱
は
下
か
ら

開
け
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
下
段
が
最
も
多
用
す
る
生
薬

で
あ
り
、
『
傷
寒
・
金
置
」
の
生
薬
を
し
ば
し
ば
使
っ
て
い
た
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）

（
九
州
大
学
言
語
文
化
研
究
院
）


